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5.5  用語集 
5.5.1  外来種 

外来種（がいらいしゅ） 

自然分布域（その生物が本来有する能力で移動できる範囲により定まる地域）を超えて

意図的・非意図的を問わず、人間活動によって持ち込まれた生物。（福岡県侵略的外来種防

除マニュアル 2021 より引用） 

 

生態系被害防止外来種リスト（せいたいけいひがいぼうしがいらいしゅりすと） 

 正式名称は「我が国の生態系に及ぼすおそれのある外来種リスト」という。環境省及び

農林水産省が作成・公表。外来種について、日本及び海外等での生態系等への被害状況を

踏まえ、日本における侵略性を評価し、リスト化したもの。「総合対策外来種（310 種）」、

「産業管理外来種（18 種）」、「定着予防外来種（101 種）」のカテゴリに分類されている。

（「生態系被害防止外来種リスト 2020 より引用、一部編集） 

 

特定外来生物（とくていがいらいせいぶつ） 

外来生物（海外起源の外来種）であって、生態系、人の生命・身体、農林水産業へ被害

を及ぼすもの、又は及ぼすおそれがあるものの中から指定される。 

特定外来生物は、生きているものに限られ、個体だけではなく、卵、種子、器官等も含

まれている。（環境省 自然環境局より引用） 

 

5.5.2  水質 
富栄養化（ふえいようか） 

海・湖沼・河川等の水域が、貧栄養状態から富栄養状態へと移行する現象のこと。 本来

は、池や湖がある環境条件下での生物群集の非周期的な変化、いわゆる遷移によって、 水

中の肥料分（リンや窒素等）の栄養塩類濃度が低くプランクトンや魚類が比較的少く生物

生産活動が活発ではない貧栄養水域から、 栄養塩類濃度が高く生物生産活動が極めて活

発な富栄養水域へ、その湖沼型を変化させてゆく非人為的な過程を指す言葉だが、近年で

は、人間活動の影響による水中肥料分の濃度上昇を意味する場合に多く使われるようにな

ってきている。 この富栄養化の要因としては、下水・農牧業・工業排水等多岐にわたると

考えられている。（環境省・NPEC HP より引用） 

 

5.5.3  対策・施設・工事 
駆除（くじょ） 

生育・生息している水生生物を除去すること。（本資料での整理） 

 

低密度管理（ていみつどかんり） 

農業水利施設に与える影響が少ない状態で水生生物を低密度に管理すること。（本資料

での整理） 
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防除（ぼうじょ） 

生育・生息している水生生物を除去するとともに、今後の発生・侵入を防ぐこと。（本資

料での整理） 

 

水草回収船（みずくさかいしゅうせん） 

刈り取った水草を運搬するための船。刈り取りは乗船者が実施する。（本資料での整理） 

 

水草刈取船（みずくさかりとりせん） 

水草の刈り取りを実施する船。（本資料での整理） 

 

ライニング（らいにんぐ） 

老朽化した水路や配管内部等を洗浄してサビやコブ等を取り除き、エポキシ樹脂等を塗

膜させることにより、腐食を防止する工法。工期が短く、低コストで、耐久年数を効率的

に上げることができる。（カワヒバリガイ被害対策マニュアルより引用） 

また、通水面の浸食、漏水、雑草繁茂等の防止及び流水抵抗軽減のために各種材料によ

り舗装した水路をライニング水路と呼ぶ。（農業土木標準用語事典（改訂５版）より引用） 

 

干し上げ（ほしあげ） 

水利施設環境を乾燥状態にする防除手法。（本資料での整理） 

池や貯水池の落水の場合は「池干し」、「かい堀り」とも言われ、施設の維持管理のため

に行われている。 

 

5.5.4  生態 
栄養繁殖（えいようはんしょく） 

植物体の断片（切れ藻）からの再生、すなわち切れ藻が根を出して別の場所に定着する

ことである。（日本の水草 角野康郎著より引用、一部編集） 

 

固着（こちゃく） 

貝類が水路壁等の基盤にしっかりとくっつくこと。（カワヒバリガイ被害対策マニュア

ルより引用、一部編集） 

 

多年生植物（たねんせいしょくぶつ）⇔一年生植物（いちねんせいしょくぶつ） 

多年生植物は、少なくとも地下部は 2 年以上生存し、成熟後はふつう 2 回以上、原則と

して毎年開花、結実する植物。対して、一年生植物は地下部を含め、植物全体が、発芽後

1 年以内に開花・結実し、枯死する植物。（図説 植物用語辞典（清水 建美 著）より引用、

一部編集） 

 

着底（ちゃくてい） 

貝類の幼生が水路壁等の基盤に付着すること。着底後、好適環境まで移動し、足糸で基

盤に固着する。（カワヒバリガイ被害対策マニュアルより引用、一部編集） 
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抽水植物（ちゅうすいしょくぶつ） 

水草の生育形の一つで、茎や葉が水面を突き抜けて空気中に出る植物。 

（日本の水草 角野康郎著より引用、一部編集） 

 

沈水植物（ちんすいしょくぶつ） 

水草の生育形の一つで、植物体全体が水中に沈んで成長する植物。 

（日本の水草 角野康郎著より引用、一部編集） 

 

節（ふし） 

葉のつく茎の部分。節と節の間を節間という。（福岡県侵略的外来種防除マニュアル 2021

より引用） 

 

浮遊植物（ふゆうしょくぶつ） 

水草の生育形の一つで、根が水底に固着せずに水面または水中を浮

遊する植物。 

（日本の水草 角野康郎著より引用、一部編集） 

 

浮葉植物（ふようしょくぶつ） 

水草の生育形の一つで、水底から茎や葉柄が伸び、水面に浮く葉

（浮葉）をつける植物。 

（日本の水草 角野康郎著より引用、一部編集） 

 

雄性発生（ゆうせいはっせい） 

両親のうち、雄親の遺伝情報だけをもつクローンが生まれる発生様式。一般的な生物は、

雄親の精子と雌親の卵子が受精することで、子は両方の遺伝情報を受け継ぐが、雄性発生

では、受精卵の発生の過程において精子側（すなわち、雄親側）の遺伝情報だけが次世代

に受け継がれる。（本資料での整理） 

 

5.5.5  環境 DNA 
環境 DNA（かんきょうでぃーえぬえー） 

環境DNAとは、生物の体から放出され、水や土壌などの環境中に存在するDNAのこと。環境DNA

の正体は、まだ学術的に明確にはされていないが、排泄物や体表面の粘液などに含まれる細胞片

や精子・卵子などがその由来だと考えられている。（本資料での整理） 
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種特異的解析法（しゅとくいてきかいせきほう） 

種特異的解析法とは、環境DNA分析の方法の一種であり、調べたい生物種の環境DNAだけを高

感度に検出することができる。この解析法では、環境DNAの濃度を測定することができるため、

採水の方法や時期が統一された条件で得られたサンプル間では、その濃度を比較することで、生

物量の相対的な比較を行うことができるとされている。なお、この解析法を行うためには、分析

対象となる生物種のDNAだけに反応するように設計されたプライマーを使用しなければならな

い。（本資料での整理） 

 

PCR（ぴーしーあーる） 

PCRとは、ポリメラーゼ連鎖反応（Polymerase Chain Reaction）の略。DNA分析に必要な特定

部分のDNA領域だけをポリメラーゼと呼ばれる酵素の反応を利用して試験管内で人工的に複製・

増幅する技術のこと。この技術によって、サンプル中にごく微量にしか存在しないDNAを、分析

機器で光学的に検出できるレベルまで増幅することができる。（本資料での整理） 

 

プライマー（ぷらいまー） 

プライマーとは、PCRによって増幅したいDNAの特定部分を指定するための人工合成された1本

鎖DNAのこと。プライマーは、PCR増幅の起点と終点を指定する２種類が必要である。（本資料で

の整理） 
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